
（別紙３）

～ 令和８年　３月　１日

（対象者数） 23 （回答者数）
19

～ 令和８年　２月　６日

（対象者数） 11 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

たくさん体を動かす活動をしていく中で「順番を守る」

「ルールを理解する」「待つ練習」などの社会性支援活用に

今後もに取り組んでいきます。

2

今後も情報共有を行い、より質の高い組織体制を構築してい

けるよう努めます。

3

子ども達の「楽しい」をたくさん作り、楽しいだけではなく

協調性・切り替え力・自己表現など発達支援へと繋げていき

ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

次年度から再開できるよう、現在計画中です。安全面に考慮

しながら、また子ども達が楽しめるよう実行していきます。

2

契約時に丁寧な説明。訓練・研修開催時に広報などで周知を

行っていきます。

3

次年度から再開できるよう、保護者の方々の繋がりや情報共

有の場として提供出来るよう計画していきます。

○事業所名 シルビアン　スポレクセンター真地

○保護者評価実施期間
令和８年１月　１４日

○保護者評価有効回答数

令和８年　１月　１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

父母会の開催 コロナ渦から取り組みが途絶えてしまい、そのまま交流ができ

ていない状況でした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域や児童クラブなどの交流 コロナ渦から取り組みが途絶えてしまい、そのまま交流ができ

ていない状況でした。

保護者への周知が完全にできていなかった。 訓練や必要なマニュアルの元がある上で組織が動くなど、必要

なことを実行していますが周知が出来ていないことに気づきま

した。定期的にわかりやすい説明を心がけることが必要でし

た。

活動スペースの確保 体をたくさん動かせるスペースがある事は、大きな魅力です。

十分か活動空間があることによって安全面の確保もできてお

り、災害時の避難時もスムーズです。

たくさん体を動かすことで、エネルギーの発散ができ、情緒の

安定に繋げていけるよう工夫しています。

職員間の情報共有力 毎日のミーティングなどで職員同士情報共有を行い、計画に基

づき支援の統一ができるよう工夫しています。組織的に取り組

むことで、職員間の心理的負担の軽減にも繋がると考えていま

す。

子ども達が楽しみにして通所している。 日々「できた」「楽しかった」「悔しい」など、たくさんの経

験を積みながら活動しています。たくさんの成功体験を得る環

境があると感じています。

事業所における自己評価総括表公表


